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1.まえがき

小型アンテナの簡易放射効率測定法として,導波管を利

用した改良型Wheeler法が提案されている[1].この方法

では,自由空間に置かれたアンテナの反射係数Ffs,ならび

に,導波管とスライディングショート(SlidingShort,以

下SSと記す)により構成されるキャビティ内に置かれた

アンテナの反射係数Fwg,iを測定することによって,放射効

率を算出する[1].本稿では,効率が落ち込む場合,すなわ

ち,|Fwg,i|<0.9となる場合に対して,モ-メント法によりキ

ャビティ内の電界を算出し検討を行う.導波管およびSS

はワイヤグリッドによってモデル化されモデル化された

各セグメントによる電流分布がキャビティ内の点に生成す

る電界を重ね合わせ,x,y,z成分に分解して電界分布を得る.

2.電界シミュレーションと放射効率の結果

まず,対象とした二つの周波数の選択について説明する.

図1に示すように,導波管の断面は150x75mmであり,

40mmモノポールアンテナから左右のSSまでの距離lL,/lR,

を60-130mmまで10mm毎に移動させた36通りの反射係

数Fwg,iを測定する.このとき.図2に示す,効率落ち込み

が発生する周波数1.52GHzおよび2.24GHzに着目する.

次に,シミュレーション条件について説明する.図1に

示すようにアンテナと水平方向にγ事由を選び,給電点を

γ=Oとするとき,γ=35mmと固定して得られるxz平面に平

行な面において.x方向とz方向に10mmずつ観測点を移

動させて電界成分の大きさ|Ex|,|Ey|,|Ez|を算出した.

3.考察

1.52GHzではlL=120mm,lR=130mmのキャビティ内部に

おいて|Ey|こ対して定在波の腹が二つ観測される(図3).

これはTE102モードの共振による.そこで,ｌL=120mm,

ｌR=130mmのデータを除外した35通りの反射係数を用いて

効率を算出すると,n=0.47からn=0.98となり,落ち込みが

除去される.

2.24GHzでは|Ey|だけでなく,|Ex|および|Ez|が観測され

る.lL=60mm,lR90mmのとき|Ey|対してTE102モードが生

じlL+lR=220mmでは|Ey|こ対してTE103モードによる定在

波の腹が三つ観測される.|Ex|に対してはTM111モードに

よる節が一つ観測される.ｌL+lR=230~260mmでは|Ex|及び

|Ez|に対してTM111,モードによる節が一つ観測される.

TM111,モ-ド等が発生するｌL+ｌR≧220mm,ｌL=60mm,

ｌR＝90mmとなるキャビティに関する反射係数を除外して効

率を算出すると,n=0.78からn=0.89となり,落ち込みが除

去される.

図2 :改良型Wheeler法による放射効率
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図3 :キャビティ内の電界(アンテナ垂直面)

4.まとめ

改良型Wheeler法において算出される放射効率の落ち

込み原因について,キャビティ内の電界分布を描画するこ

とにより考察を行った.アンテナ位置の近傍で定在波が節

となる場合,あるいは,キャビティ内で高次モ-ドの寄与
が強い場合に効率の落ち込み現象が生じ、それらに対応す

る反射係数のデータを利用せずに効率を再算出すると落ち
込みが回避できることを確認した.
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